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(57)【要約】
【課題】モジュール式航空機用ラバトリーモニュメント
アセンブリの改良
【解決手段】ラバトリー室内を画定する外側シェルを協
働して形成する第１、第２、第３および第４の壁、及び
、収納コンパートメントであって、第４の壁から内向き
に延在する第１の収納コンパートメント壁と、第１の壁
から内向きに延在する第２の収納コンパートメント壁と
により画定されており、第１および第２の収納コンパー
トメント壁は連結されており、第１の収納コンパートメ
ント壁、第４の壁および第２の壁によってアルコーブが
画定され、第１の収納コンパートメント壁がアルコーブ
と収納コンパートメントを分離している、収納婚パート
メントと、アルコーブ内に位置づけされたシンクモジュ
ールと、アルコーブ内でシンクモジュールの上方に位置
づけされたミラーモジュールと、第２または第３の壁の
うちの１つ上に位置づけされた扉と、を具備する。
【選択図】図８Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　航空機の機内に配置されるように構成されたモジュール式航空機用ラバトリーモニュメ
ントアセンブリであって、
－　ラバトリー室内を画定する外側シェルを協働して形成する第１、第２、第３および第
４の壁、及び、収納コンパートメントであって、第４の壁から内向きに延在する第１の収
納コンパートメント壁と、第１の壁から内向きに延在する第２の収納コンパートメント壁
とにより画定されており、第１および第２の収納コンパートメント壁は連結されており、
第１の収納コンパートメント壁、第４の壁および第２の壁によってアルコーブが画定され
、第１の収納コンパートメント壁がアルコーブと収納コンパートメントを分離している、
収納婚パートメントと、
－　アルコーブ内に位置づけされたシンクモジュールと、
－　アルコーブ内でシンクモジュールの上方に位置づけされたミラーモジュールと、
－　第２または第３の壁のうちの１つ上に位置づけされた扉と、
を具備する、
　ことを特徴とするモジュール式航空機用ラバトリーモニュメントアセンブリ。
【請求項２】
　外側シェルが床と天井とを含み、アルコーブと収納コンパートメントが床から天井まで
延在している、ことを特徴とする請求項１に記載のモジュール式航空機用ラバトリーモニ
ュメントアセンブリ。
【請求項３】
　トイレとシュラウドを含むトイレモジュールをさらに含み、シュラウドが第２の収納コ
ンパートメント壁と第３の壁との間に延在する、ことを特徴とする請求項２に記載のモジ
ュール式航空機用ラバトリーモニュメントアセンブリ。
【請求項４】
　ラバトリー室内に位置づけされた天井モジュールをさらに含み、
　シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュールおよび天井モジュールが各々
独立した形で外側シェルに取外し可能な形でしっかりと固定されており、
　シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュールおよび天井モジュールの各々
が、シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュールまたは天井モジュールのう
ちの他のいずれかの取外しを必要とすることなく、外側シェルから取外し可能である、
　ことを特徴とする請求項３記載のモジュール式航空機用ラバトリーモニュメントアセン
ブリ。
【請求項５】
　航空機の機内に配置されるように構成されたモジュール式航空機用二連型ラバトリーモ
ニュメントアセンブリであって、
－　室内を画定する外側シェルを協働して形成する第１、第２、第３および第４の壁、そ
して、室内を第１および第２のラバトリーに分割する第５の壁を具備し、外側シェルには
、第１の壁と第２の壁の間に延在してアルコーブストリップを形成する第１および第２の
アルコーブが含まれており、さらに、
－　第１のアルコーブ内に位置づけされた第１のシンクモジュールと、
－　第１のアルコーブ内で第１のシンクモジュールの上方に位置づけされた第１のミラー
モジュールと、
－　第１または第３の壁のうちの１つの上に位置づけされた扉と、
－　第２のアルコーブ内に位置づけされた第２のシンクモジュールと、
－　第２のアルコーブ内で第２のシンクモジュールの上方に位置づけされた第２のミラー
モジュールと、
－　第２または第４の壁のうちの１つの上に位置づけされた第２の扉と、
を具備する、
　ことを特徴とするモジュール式航空機用二連型ラバトリーモニュメントアセンブリ。
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【請求項６】
　第５の壁が第１、第２および第３の部分を含み、第１の部分が第１の壁に連結され、第
３の部分が第２の壁に連結され、かつ第２の部分が第１および第３の部分の間に延在しし
かも第１および第３の部分と平行でなく、
　第１のアルコーブが第１のラバトリー内で第１の壁と第４の壁の第３の部分との間に画
定されており、
　第２のアルコーブが第２のラバトリー内で第２の壁と第５の壁の第３の部分との間に画
定されている、
　ことを特徴とする請求項５に記載のモジュール式航空機用二連型ラバトリーモニュメン
トアセンブリ。
【請求項７】
　第１および第２のシンクモジュールが反対方向に面している、ことを特徴とする請求項
６に記載のモジュール式航空機用二連型ラバトリーモニュメントアセンブリ。
【請求項８】
　第２の壁に隣接して位置づけされた第１のトイレモジュールと、
　第１の壁に隣接して位置づけされた第２のトイレモジュールと、をさらに具備する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のモジュール式航空機用二連型ラバトリーモニュメン
トアセンブリ。
【請求項９】
　航空機の機内に配置されるように構成されたモジュール式航空機用四連型ラバトリーモ
ニュメントアセンブリであって、
－　室内を画定する外側シェルを協働して形成する第１、第２、第３および第４の壁、そ
して、室内を第１、第２、第３および第４のラバトリーに協働して分割する第５、第６お
よび第７の壁を具備し、外側シェルには、第１の壁と第２の壁の間に延在してアルコーブ
ストリップを形成する第１、第２、第３および第４のアルコーブが含まれていて、
　さらに、
－　第１のアルコーブ内に位置づけされた第１のシンクモジュールと、
－　第１のアルコーブ内で第１のシンクモジュールの上方に位置づけされた第１のミラー
モジュールと、
－　第２のアルコーブ内に位置づけされた第２のシンクモジュールと、
－　第２のアルコーブ内で第２のシンクモジュールの上方に位置づけされた第２のミラー
モジュールと、
－　第３のアルコーブ内に位置づけされた第３のシンクモジュールと、
－　第３のアルコーブ内で第３のシンクモジュールの上方に位置づけされた第３のミラー
モジュールと、
－　第４のアルコーブ内に位置づけされた第４のシンクモジュールと、
－　第４のアルコーブ内で第４のシンクモジュールの上方に位置づけされた第４のミラー
モジュールと、
　を具備する、
　ことを特徴とするモジュール式航空機用四連型ラバトリーモニュメントアセンブリ。
【請求項１０】
　第７の壁が第３の壁と第４の壁の間に延在しており、
　第５の壁が第１、第２および第３の部分を含んでおり、
　第５の壁の第１の部分が第１の壁に連結され、第３の部分が第７の壁に連結され、第２
の部分が第１および第３の部分の間に延在ししかも第１および第３の部分と平行ではなく
、
　第６の壁が第１、第２および第３の部分を含み、第６の壁の第１の部分が第２の壁に連
結され、第３の部分が第７の壁に連結され、かつ第２の部分が第１および第３の部分の間
に延在ししかも第１および第３の部分と平行でなく、
　第１のアルコーブが第１のラバトリー内で、第１の壁と第５の壁の第３の部分との間に
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画定され、
　第２のアルコーブが第２のラバトリー内で第７の壁と第５の壁の第３の部分との間に画
定されており、
　第３のアルコーブが第３のラバトリー内で第２の壁と第６の壁の第３の部分との間に画
定されており、
　第４のアルコーブが第４のラバトリー内で第７の壁と第６の壁の第３の部分との間に画
定されている、
　ことを特徴とする請求項９に記載のモジュール式航空機用四連型ラバトリーモニュメン
トアセンブリ。
【請求項１１】
　第１および第３のシンクモジュールが第１の方向に面し、
　第２および第４のシンクモジュールが第２の方向に面し、
　第１および第２の方向が互いに相対するものである、
　ことを特徴とする請求項９に記載のモジュール式航空機用四連型ラバトリーモニュメン
トアセンブリ。
【請求項１２】
　第５の壁の第１の部分が第６の壁の第１の部分と同一平面上にありかつこれと平行であ
り、
　第５の壁の第３の部分が第６の壁の第３の部分と同一平面上にありかつここれと平行で
ある、
　ことを特徴とする請求項１０に記載のモジュール式航空機用四連型ラバトリーモニュメ
ントアセンブリ。
【請求項１３】
　航空機の機内に配置されるように構成されたモジュール式航空機用ラバトリーモニュメ
ントアセンブリを組立てる方法であって、
－　ラバトリー室内を協働して画定する第１、第２、第３および第４の壁を含み、第４の
壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれており、第２または第３の壁の
うちの１つの上に扉が配置されている、第１の外側シェルを提供するステップと、
－　アルコーブ内に第１のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステ
ップと、
－　アルコーブ内でシンクモジュールの上方に第１のミラーモジュールを取外し可能な形
でしっかりと固定するステップと、
を含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　第１のシンクモジュールが、シンクキャビネット、蛇口、シンクボウル、カウンタ、廃
棄物コンパートメント、給水系、トイレットペーパー送出ユニット、およびアルコーブ内
の付随する組付け用構成要素に対して取外し可能な形で組付けられるシンクキャビネット
上の組付け用構成要素セットを含む、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１のトイレモジュールを第１、第３または第４の壁のうちの１つ以上に対し取外し可
能な形でしっかりと固定するステップをさらに含み、
　第１のトイレモジュールが第１のシンクモジュールと接触しない、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　アルコーブおよびラバトリー室内から第１のシンクモジュールを取外し、アルコーブ内
に第２のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップをさらに含む
、ことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
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　第２のシンクモジュールが、シンクキャビネット、蛇口、シンクボウル、カウンタ、廃
棄物コンパートメント、給水系、トイレットペーパー送出ユニットおよびアルコーブ内の
付随する組付け用構成要素に対して取外し可能な形で組付けられるシンクキャビネット上
の組付け用構成要素セットを含む、
　ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ラバトリー室内から第１のシンクモジュール、第１のミラーモジュールおよび第１のト
イレモジュールを取外すステップと、
　外側シェルを清浄するステップと、
　アルコーブ内に再度第１のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するス
テップと、
　ラバトリー室内に再度第１のトイレを取外し可能な形でしっかりと固定するステップと
、
　アルコーブ内でシンクモジュールの上方に再度第１のミラーモジュールを取外し可能な
形でしっかりと固定するステップと、
　をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　ラバトリー室内から第１のシンクモジュール、第１のミラーモジュールおよび第１のト
イレモジュールを取外すステップと、
　外側シェルを清浄するステップと、
　アルコーブ内に第２のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステッ
プと、
　第１、第３または第４の壁のうちの１つ以上に対して第２のトイレモジュールを取外し
可能な形でしっかりと固定するステップと、
　アルコーブ内でシンクモジュールの上方に第２のミラーモジュールを取外し可能な形で
しっかりと固定するステップとをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　ラバトリー室内から第１のトイレモジュールを取外し、
　第１、第２、第３または第４の壁のうちの少なくとも１つに拡張部分を追加して、第１
の外側シェルより大きい容積を有する第２の外側シェルを提供し、かつ、
　ラバトリー室内に第１のトイレモジュールまたは第２のトイレモジュールのいずれかを
取外し可能な形でしっかりと固定する、
　ステップをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
 －　第１のラバトリー室内を協働して画定する第１、第２、第３および第４の壁を含む
第１の外側シェルであって、第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含
まれており、第２または第３の壁のうちの１つの上に扉が位置づけされている、外側シェ
ルを提供するステップと、
－　第２のラバトリー室内を協働して画定する第１、第２、第３および第４の壁を含む第
２の外側シェル（第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれており
、第２または第３の壁のうちの１つの上に扉が位置づけされており、第２のラバトリー室
内は第１のラバトリー室内とは異なる容積を有する）を提供するステップと、
－　第１の外側シェルのアルコーブ内に第１のシンクモジュールを取外し可能な形でしっ
かりと固定するステップと、
－　第１の外側シェルのアルコーブ内で第１のシンクモジュールの上方に第１のミラーモ
ジュールを取外し可能な形でしっかりと固定して第１のラバトリーモニュメントアセンブ
リを形成するステップと、
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－　第２の外側シェルのアルコーブ内に第２のシンクモジュールを取外し可能な形でしっ
かりと固定するステップと、
－　第２の外側シェルのアルコーブ内で第２のシンクモジュールの上方に第２のミラーモ
ジュールを取外し可能な形でしっかりと固定して第２のラバトリーモニュメントアセンブ
リを形成するステップ（第１および第２のシンクモジュールは同一であり、第１および第
２のミラーモジュールは同一である）と、
－　航空機内の第１の場所に第１のラバトリーモニュメントアセンブリを設置するステッ
プと、
－　航空機内で第２の場所に第２のラバトリーモニュメントアセンブリを設置するステッ
プと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２２】
　第１のラバトリーモニュメントアセンブリが、航空機の出口通路を画定する航空機出口
扉の近傍に位置づけされており、
　第１のラバトリーモニュメントアセンブリのアルコーブが航空機出口通路内に延在して
いる、
　ことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
 －　第１のラバトリー室内から第１のシンクモジュールおよび第１のミラーモジュール
を取外すステップと、
－　第２のラバトリー室内から第２のシンクモジュールおよび第２のモジュールを取外す
ステップと、
－　第１の外側シェルのアルコーブ内に第３のシンクモジュールおよび第３のミラーモジ
ュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップと、
－　第２の外側シェルのアルコーブ内に第４のシンクモジュールおよび第４のミラーモジ
ュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップ（第３および第４のシンクモジュ
ールは同一であり、第３および第４のミラーモジュールは同一である）と、
をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　全てのステップが、航空機から第１または第２の外側シェルを取外すことなく実施され
る、ことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
[関連出願の相互参照]
　本出願は、共に参照により本明細書に援用されている、２０１２年２月１４日出願の米
国仮特許出願第１６／５９８，７６２号の利益を主張する２０１３年２月１２日出願の米
国特許出願第１３／７６５，６１２号の一部継続出願である。本出願は同様に、全て参照
により本明細書に援用されている、２０１３年２月１９日出願の米国仮特許出願第６１／
７６６，６６５号、２０１３年７月２日出願の米国仮特許出願第６１／８４２，２９２号
、２０１３年７月２４日出願の米国仮特許出願第６１／８５８，０７３号、および２０１
３年１１月２０日出願の米国仮特許出願第６１／９０６，７９４号の利益も主張するもの
である。
【０００２】
　本発明は概して、航空機ラバトリーそしてより詳細にはアルコーブを伴うモジュール式
航空機ラバトリーに関する。
【背景技術】
【０００３】
　エアバスＡ３２０またはボーイング７３７などの民間航空機は、典型的には、モジュー
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ル式構成要素から構成され、そのサイズ、重量及び構成は、胴体寸法、美観や安全性を含
めた多くの考慮事項によって決定される。
　これらの要件の多くは、法律または規則によって課せられる。
　頭上格納コンパートメント、座席、ラバトリー、ギャレー、照明システムなどの航空機
構成要素は、全て、厳しく制限された空間内で機能することが求められる。
【０００４】
　航空機の製造者は、コスト、重量、整備ダウンタイム及び安全性に関して航空会社が課
す制約の範囲内で乗客及び乗務員にとってより快適かつ有用なものとなるように、常に航
空機の機内設計を改良している。
　民間旅客機は概して、乗客および乗務員が使用するためのラバトリーを含んでいる。
【０００５】
　従来のラバトリーは、矩形の占有面積、トイレおよびシンクを有する。それは通常、面
の曲率に適合するように成形可能な４つの複合パネル壁と、埋め込み照明を伴う天井も有
している。
　ラバトリーモニュメントは、さまざまなタイロッドおよびブラケットを介して航空機に
しっかりと固定され、ＦＡＡ荷重規格に独立して適合するように設計されている。ラバト
リーは、数十年間にわたり民間航空機上の標準的モニュメントであり続けている。
　ラバトリーモニュメントは典型的には、１つのユニットとして製造され、その後航空機
内に設置される。使用後には、従来のラバトリーモニュメントは航空機からユニットとし
て取外され、交換される。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の一態様によると、ラバトリー室内を画定する外側シェルを協働して形成する第
１、第２、第３および第４の壁を含むモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリが
提供される。
　第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれている。
　アセンブリは同様に、アルコーブ内に位置づけされたシンクモジュールと、アルコーブ
内でシンクモジュールの上方に位置づけされたミラーモジュールと、第２または第３の壁
のうちの１つの上に位置づけされた扉とを含む。
　好ましい一実施形態において、第４の壁は第１、第２および第３の部分を含む。
　第１の部分は第２の壁に連結され、第３の部分は第１の壁に連結され、かつ第２の部分
は第１および第３の部分の間に延在ししかも第１および第３の部分と平行でない。
　アルコーブは第４の壁の第１および第２の部分と第１の壁の一部とによって画定されて
いる。
　好ましくは、外側シェルには床が含まれ、アルコーブは床から第４の壁の頂部まで延在
している。
　好ましくは、外側シェルには天井が含まれ、アルコーブは床から天井まで延在している
。
　好ましい一実施形態において、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリが航空
機の出口通路を画定する航空機の出口扉の近傍に設置される場合、アルコーブは航空機の
出口通路内に延在し、第４の壁の第２の部分と出口扉との間には、アシストスペースが画
定される。
【０００７】
　好ましい一実施形態において、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリは同様
に、ラバトリー室内に位置づけされ、第１、第３または第４の壁のうちの少なくとも１つ
にしっかりと固定されたトイレモジュールをさらに含む。
　好ましくは、シンクモジュールは、シンクキャビネット、蛇口、シンクボウル、カウン
タ、廃棄物コンパートメント、給水系、トイレットペーパー送出ユニットおよびアルコー
ブ内の付随する組付け用構成要素に対して取外し可能な形で組付けられるシンクキャビネ
ット上の組付け用構成要素セットを含む。
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　好ましくは、ミラーモジュールは、ミラーキャビネット、ミラー、ペーパータオル送出
ユニット、フライトアテンダント呼出しボタン、およびアルコーブ内の付随する組付け用
構成要素に対して取外し可能なされているミラーキャビネット上の組付け用構成要素セッ
トを含む。
　好ましくは、トイレモジュールは、」シュラウド、便器、便座および蓋を含む。
　シュラウド上には、第１、第３または第４の壁上の組付け用構成要素に対し取外し可能
な形でしっかり固定される組付け用構成要素が含まれている。
　好ましい一実施形態において、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリは同様
に、ラバトリー室内に位置づけされた天井モジュールも含み、天井モジュールには、ハウ
ジング、酸素発生器、少なくとも１つの酸素マスク、スピーカー、煙検出器および、外側
シェル上の付随する組付け用構成要素に取外し可能な形で組付けられたハウジング上の組
付け用構成要素セットが含まれている。
【０００８】
　好ましい一実施形態において、外側シェルはさらに、アルコーブに隣接して位置づけさ
れた収納コンパートメントを含み、この収納コンパートメントは、第４の壁の第２の部分
の外側表面と第４の壁の第３の部分の外側表面とによって少なくとも部分的に画定されて
いる。
　好ましくは、収納コンパートメントはさらに、第１の壁に連結されている第１の外壁と
第４壁の第１の部分に連結されている第２の外壁とによって画定されている。
　収納コンパートメントはさらに、第１の壁と同一平面上にある第１の外壁と、第４の壁
の第１の部分と同一平面上にある第２の外壁とによって画定されている。
【０００９】
　好ましい一実施形態において、シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュー
ルおよび天井モジュールは各々独立した形で外側シェルに取外し可能な形でしっかりと固
定されており、シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュールおよび天井モジ
ュールの各々は、シンクモジュール、ミラーモジュール、トイレモジュールまたは天井モ
ジュールのうちの他のいずれかの取外しを必要とすることなく、外側シェルから取外し可
能である。
【００１０】
　好ましい一実施形態において、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリは、ビ
ジネスクラス座席シェルと組合せた形で提供され、外側シェルの第４の壁はその外部表面
内に足用凹部を画定している。
【００１１】
　本発明の別の態様によると、航空機の機内に位置づけされるように構成されたモジュー
ル式ラバトリーモニュメントアセンブリにおいて、ラバトリー室内を画定する外側シェル
を協働して形成する第１、第２、第３および第４の壁、および第４の壁から内向きに延在
する第１の収納コンパートメント壁と第１の壁から内向きに延在する第２の収納コンパー
トメント壁とにより画定されている収納コンパートメントを含むモジュール式ラバトリー
モニュメントアセンブリが提供されている。
　第１および第２の収納コンパートメント壁は連結されており、第１の収納コンパートメ
ント壁、第４の壁および第２の壁によってアルコーブが画定されている。
　第１の収納コンパートメント壁はアルコーブと収納コンパートメントを分離している。
　アセンブリは同様に、アルコーブ内に位置づけされたシンクモジュールと、アルコーブ
内でシンクモジュールの上方に位置づけされたミラーモジュールと、第２または第３の壁
のうちの１つの上に位置づけされた扉とを含んでいる。
　好ましい一実施形態において、外側シェルは床と天井とを含み、アルコーブと収納コン
パートメントは床から天井まで延在している。
　好ましくは、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリは、さらに、トイレとシ
ュラウドを含むトイレモジュールをさらに含み、シュラウドは第２の収納コンパートメン
ト壁と第３の壁との間に延在する。
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【００１２】
　本発明の別の態様によると、内部を画定する外側シェルを協働して形成する第１、第２
、第３および第４の壁、そして、内部を第１および第２のラバトリーに分割する第５の壁
を含むモジュール式二連型ラバトリーモニュメントアセンブリが提供されている。
　外側シェルには、第１の壁と第２の壁の間に延在してアルコーブストリップを形成する
第１および第２のアルコーブが含まれている。
　アセンブリは同様に、第１のアルコーブ内に位置づけされた第１のシンクモジュールと
、第１のアルコーブ内で第１のシンクモジュールの上方に位置づけされた第１のミラーモ
ジュールと、第１または第３の壁のうちの１つの上に位置づけされた扉と、第２のアルコ
ーブ内に位置づけされた第２のシンクモジュールと、第２のアルコーブ内で第２のシンク
モジュールの上方に位置づけされた第２のミラーモジュールと、第２または第４の壁のう
ちの１つの上に位置づけされた第２の扉と、を含んでいる。
　好ましい一実施形態において、第５の壁は第１、第２および第３の部分を含む。
　第１の部分は第１の壁に連結され、第３の部分は第２の壁に連結され、かつ第２の部分
は第１および第３の部分の間に延在ししかも第１および第３の部分と平行でなく、第１の
アルコーブは第１のラバトリー内で第１の壁と第４の壁の第３の部分との間に画定されて
おり、第２のアルコーブは第２のラバトリー内で第２の壁と第５の壁の第３の部分との間
に画定されている。
　好ましくは、第１および第２のシンクモジュールは反対方向に面しており、アセンブリ
には、第２の壁に隣接して位置づけされた第１のトイレモジュールと、第１の壁に隣接し
て位置づけされた第２のトイレモジュールが含まれる。
【００１３】
　本発明のさらに別の態様によると、内部を画定する外側シェルを協働して形成する第１
、第２、第３および第４の壁、そして、内部を第１、第２、第３および第４のラバトリー
に協働して分割する第５、第６および第７の壁を含むモジュール式四連型ラバトリーモニ
ュメントアセンブリが提供されている。
　外側シェルには、第１の壁と第２の壁の間に延在してアルコーブストリップを形成する
第１、第２、第３および第４のアルコーブが含まれている。
　アセンブリは同様に第１のアルコーブ内に位置づけされた第１のシンクモジュールと、
第１のアルコーブ内で第１のシンクモジュールの上方に位置づけされた第１のミラーモジ
ュールと、第２のアルコーブ内に位置づけされた第２のシンクモジュールと、第２のアル
コーブ内で第２のシンクモジュールの上方に位置づけされた第２のミラーモジュールと、
第３のアルコーブ内に位置づけされた第３のシンクモジュールと、第３のアルコーブ内で
第３のシンクモジュールの上方に位置づけされた第３のミラーモジュールと、第４のアル
コーブ内に位置づけされた第４のシンクモジュールと、第４のアルコーブ内で第４のシン
クモジュールの上方に位置づけされた第４のミラーモジュールとを含む。
　好ましい一実施形態において、第７の壁は第３の壁と第４の壁の間に延在しており、第
５の壁は第１、第２および第３の部分を含む。
　第５の壁の第１の部分は第１の壁に連結され、第３の部分は第７の壁に連結され、第２
の部分は第１および第３の部分の間に延在ししかも第１および第３の部分と平行ではない
。
　第６の壁は第１、第２および第３の部分を含む。
　第６の壁の第１の部分は第２の壁に連結され、第３の部分は第７の壁に連結され、かつ
第２の部分は第１および第３の部分の間に延在ししかも第１および第３の部分と平行でな
い。
　第１のアルコーブは第１のラバトリー内で、第１の壁と第５の壁の第３の部分との間に
画定され、第２のアルコーブは第２のラバトリー内で第７の壁と第５の壁の第３の部分と
の間に画定されており、第３のアルコーブは第３のラバトリー内で第２の壁と第６の壁の
第３の部分との間に画定されており、第４のアルコーブは第４のラバトリー内で第７の壁
と第６の壁の第３の部分との間に画定されている。
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　好ましくは、第１および第３のシンクモジュールは第１の方向に面し、第２および第４
のシンクモジュールは、第１の方向とは反対の第２の方向に面している。
　好ましい実施形態において、第５の壁の第１の部分は第６の壁の第１の部分と同一平面
上にありかつこれと平行であり、第５の壁の第３の部分は第６の壁の第３の部分と同一平
面上にありかつこれと平行である。
【００１４】
　本発明のさらなる態様によると、モジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリを組
立てる方法が提供されている。
　この方法には、ラバトリー室内を協働して画定する第１、第２、第３および第４の壁を
含む第１の外側シェルを提供するステップが含まれる。
　第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれており、第２または第
３の壁のうちの１つの上に扉が位置づけされている。
　この方法にはさらに、アルコーブ内に第１のシンクモジュールを取外し可能な形でしっ
かりと固定するステップと、アルコーブ内でシンクモジュールの上方に第１のミラーモジ
ュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップとが含まれる。
　好ましい一実施形態において、方法には、第１のトイレモジュールを第１、第３または
第４の壁のうちの１つ以上に対し取外し可能な形でしっかりと固定するステップがさらに
含まれる。
　好ましくは、第１のトイレモジュールは第１のシンクモジュールと接触しない。
　好ましい一実施形態において、この方法には、アルコーブおよびラバトリー室内から第
１のシンクモジュールを取外し、アルコーブ内に第２のシンクモジュールを取外し可能な
形でしっかりと固定するステップがさらに含まれている。
　好ましくは、第２のシンクモジュールは、第１のシンクモジュールと全く同様に、シン
クキャビネット、蛇口、シンクボウル、カウンタ、廃棄物コンパートメント、給水系、ト
イレットペーパー送出ユニットおよびアルコーブ内の付随する組付け用構成要素に対して
取外し可能な形で組付けられるシンクキャビネット上の組付け用構成要素セットを含む。
【００１５】
　好ましい一実施形態において、方法は、ラバトリー室内から第１のシンクモジュール、
第１のミラーモジュールおよび第１のトイレモジュールを取外すステップと、外側シェル
を清浄するステップと、アルコーブ内に再度第１のシンクモジュールを取外し可能な形で
しっかりと固定するステップと、ラバトリー室内に再度第１のトイレを取外し可能な形で
しっかりと固定するステップと、アルコーブ内でシンクモジュールの上方に再度第１のミ
ラーモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップとをさらに含む。
　好ましい一実施形態において、方法は、ラバトリー室内から第１のシンクモジュール、
第１のミラーモジュールおよび第１のトイレモジュールを取外すステップと、外側シェル
を清浄するステップと、アルコーブ内に第２のシンクモジュールを取外し可能な形でしっ
かりと固定するステップと、第１、第３または第４の壁のうちの１つ以上に対して第２の
トイレモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップと、アルコーブ内でシ
ンクモジュールの上方に第２のミラーモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定する
ステップとを含む。
【００１６】
　好ましい一実施形態において、方法は、ラバトリー室内から第１のトイレモジュールを
取外し、第１、第２、第３または第４の壁のうちの少なくとも１つに拡張部分を追加して
、第１の外側シェルより大きい容積を有する１つの外側シェルを提供し、かつラバトリー
室内に原初のトイレモジュールまたは新しいトイレモジュールのいずれかを取外し可能な
形でしっかりと固定するステップをさらに含む。
【００１７】
　本発明の別の態様によると、協働して第１のラバトリー室内を画定する第１、第２、第
３および第４の壁を含む第１の外側シェルを提供するステップを含む方法が提供されてい
る。
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　第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれている。
　第２または第３の壁のうちの１つの上に扉が位置づけされている。
　この方法は同様に、第２のラバトリー室内を協働して画定する第１、第２、第３および
第４の壁を含む第２の外側シェルを提供するステップも含む。
　第４の壁には、この壁から外向きに延在するアルコーブが含まれており、第２または第
３の壁のうちの１つの上に扉が位置づけされている。
　この方法において第２のラバトリー室内は第１のラバトリー室内とは異なる容積を有す
る。
　換言すると、外側シェルは２つの異なるタイプのラバトリーモニュメントアセンブリ用
に作られている。
　この方法は同様に、第１の外側シェルのアルコーブ内に第１のシンクモジュールを取外
し可能な形でしっかりと固定するステップと、第１の外側シェルのアルコーブ内で第１の
シンクモジュールの上方に第１のミラーモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定し
て第１のラバトリーモニュメントアセンブリを形成するステップと、第２の外側シェルの
アルコーブ内に第２のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップ
と、第２の外側シェルのアルコーブ内に第２のシンクモジュールの上方に第２のミラーモ
ジュールを取外し可能な形でしっかりと固定して第２のラバトリーモニュメントアセンブ
リを形成するステップを含んでいる。
　第１および第２のシンクモジュールは同一であり、第１および第２のミラーモジュール
は同一である。
　この方法は同様に、航空機内の第１の場所に第１のラバトリーモニュメントアセンブリ
を設置するステップと、航空機内で第２の場所に第２のラバトリーモニュメントアセンブ
リを設置するステップも含まれている。
【００１８】
　好ましい一実施形態において、第１のラバトリーモニュメントアセンブリは、航空機の
出口通路を画定する航空機出口扉の近傍に位置づけされており、第１のラバトリーモニュ
メントアセンブリのアルコーブは航空機出口通路内に延在している。
　好ましくは、この方法は同様に、第１のラバトリー室内から第１のシンクモジュールお
よび第１のミラーモジュールを取外すステップと、第２のラバトリー室内から第２のシン
クモジュールおよび第２のモジュールを取外すステップと、第１の外側シェルのアルコー
ブ内に第３のシンクモジュールおよび第３のミラーモジュールを取外し可能な形でしっか
りと固定するステップと、第２の外側シェルのアルコーブ内に第４のシンクモジュールお
よび第４のミラーモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップも含んでい
る。
　第３および第４のシンクモジュールは同一であり、第３および第４のミラーモジュール
は同一である。
　好ましくは、第１および第２のミラーおよびシンクモジュールを取外すステップおよび
第３及び第４のシンクモジュールを取外し可能な形でしっかりと固定するステップは、航
空機から第１または第２の外側シェルを取外すことなく実施される。
【００１９】
　本発明の一態様によると、概して互いに平行である第１の壁と第２の壁とを含み、航空
機の機内に位置づけされるように構成されたラバトリーモニュメントアセンブリが提供さ
れており、第２の壁は第１の壁よりも長い。
　ラバトリーモニュメントアセンブリはさらに第３の壁および第４の壁を含み、第３の壁
と第４の壁は概して、第１の壁および第２の壁に直交しており、第３および第４の壁は第
１の壁と第２の壁に連結してラバトリー室内を形成する。
　第４の壁の第１の部分は概して第３の壁に対し平行であり第４の壁の第２の部分は、全
体的に直線のラインに沿ってラバトリー室内へと内向きに角度つけされており、こうして
、ラバトリー室内の第１の壁の近傍の面積は第２の壁の近傍の面積よりも小さい。
　ラバトリーモニュメントアセンブリはさらに、ラバトリー室内で第１の壁の近傍に１つ
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のトイレを含み、さらに第１、第２、第３または第４の壁のうちの１つの上に位置づけさ
れた扉を含んでいる。
　好ましい一実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリはさらにシンクを含
み、好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリが航空機の出口扉の近傍に設置され
ている場合、第１の壁は、概して航空機内壁に対し平行でかつ隣接している。
　好ましくは、ラバトリーモニュメントは、航空機座席が少なくとも２席ある座席列の近
傍に設置される。
　好ましくは、第４の壁の第２の部分は、第４の壁の第１の部分に対し約９０度の角度で
内向きに角度づけされて、第２の壁の近傍にアルコーブを形成し、第４の壁の第２の部分
はさらに、概して第３の壁に平行でかつ第１の壁に連結している第４の壁の第３の部分に
連結する。
　シンクは、アルコーブ内に位置づけされる。
　好ましい一実施形態において、第４の壁の第２の部分は、全体として直線のラインに沿
って内向きに角度づけされる代りに、全体として湾曲したラインに沿って内向きに湾曲し
、好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリはさらに、第２の壁の近傍で第４の壁
の上に少なくとも１つの陥凹座席を含む。
　好ましくは、トイレは、トイレを分割する垂直平面を画定し、トイレは、垂直平面が第
３の壁に対し平行でないような形で位置づけされる。
【００２０】
　本発明の別の態様によると、少なくとも１つの出口扉を含む側壁を有するキャビンを伴
う航空機が提供されており、ここで出口扉はそれに隣接する出口通廊を含んでいる。
　航空機は同様に、キャビン内に位置づけされたラバトリーモニュメントアセンブリも含
んでおり、ここでラバトリーモニュメントアセンブリは第１の壁と第２の壁を含み、第１
の壁は概して第２の壁に平行であり、第２の壁は第１の壁よりも長い。
　ラバトリーモニュメントアセンブリは同様に、第３の壁および第４の壁をも含み、第３
の壁および第４の壁は概して第１の壁および第２の壁に直交する。
　第３の壁および第４の壁は第１の壁および第２の壁に連結してラバトリー室内を形成し
、第４の壁の第１の部分は概して第３の壁に対し平行であり、第４の壁の第２の部分は、
全体的に直線のラインに沿ってラバトリー室内へと内向きに角度づけされ、こうしてラバ
トリー室内で第１の壁の近傍の面積は、第２の壁の近傍の面積よりも小さくなっている。
　ラバトリーモニュメントアセンブリは同様に、ラバトリー室内で第１の壁の近傍にトイ
レも含んでおり、第１、第２、第３または第４の壁のうちの１つの上に位置づけされた扉
を含む。
　好ましい一実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリはさらにシンクを含
んでいる。
　好ましくは、第４の壁の第２の部分は、第４の壁の第１の部分に対し約９０度で、内向
きに角度づけされており、第２の壁の近傍でアルコーブを形成し、第４の壁の第２の部分
はさらに、概して第３の壁に平行で第１の壁に連結する第４の壁の第３の部分に連結して
いる。
　シンクは、アルコーブ内に位置づけされている。
　好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリは出口扉の近傍に位置づけされ、第４
の壁の第３の部分は、出口通廊の一部を画定している。
　好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリは、航空機座席が少なくとも２席ある
座席列の近傍に設置される。
　好ましい一実施形態において、第４の壁の第２の部分は、全体的に直線のラインに沿っ
て内向きに角度づけされる代りに、全体的に湾曲したラインに沿って内向きに湾曲してお
り、好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリはさらに、第２の壁の近傍で、第４
の壁上に少なくとも１つの陥凹座席を含んでいる。
　好ましくは、トイレは、トイレを分割する垂直平面を画定し、トイレは、垂直平面が第
３の壁に対し平行でないような形で位置づけされる。
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　好ましくは、ラバトリーモニュメントアセンブリは、出口扉の近傍に位置づけされ、第
４の壁の第３の部分は、出口通廊の一部分を画定する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の好ましい一実施形態に係るラバトリーモニュメントアセンブリの上面平
面図である。
【図２】航空機の出口との関係におけるラバトリーモニュメントアセンブリの位置を含め
た、図１に示したラバトリーモニュメントアセンブリの航空機内での代替的配置の上面平
面図である。
【図３】従来のラバトリーモニュメントとの比較を示す、航空機内に位置づけされた図１
のラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図である。
【図４】本発明の別の好ましい実施形態に係るラバトリーモニュメントアセンブリの上面
平面図である。
【図５】従来のラバトリーモニュメントとの比較を示す、航空機内に位置づけされた本発
明の別の好ましい実施形態に係るラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図である
。
【図６】従来のラバトリーモニュメントとの比較を示す、フライトアテンダント用座席を
伴う航空機内に位置づけされた図５のラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図で
ある。
【図７】従来のラバトリーモニュメントとの比較を示す、２つのフライトアテンダント用
座席を伴う航空機内に位置づけされた本発明の別の好ましい実施形態に係るラバトリーモ
ニュメントの上面平面図である。
【図８Ａ】図５のラバトリーモニュメントアセンブリの斜視図である。
【図８Ｂ】シンクとミラーモジュールを取外した状態の図５のラバトリーモニュメントア
センブリの斜視図である。
【図９】本発明によって創出されるトイレ空間と個人空間を示す、図７のラバトリーモニ
ュメントアセンブリの上面平面図である。
【図１０】本発明の好ましい実施形態に係るモジュール式ラバトリーモニュメントアセン
ブリの分解斜視図である。
【図１１Ａ】組立て前でモジュールが外側シェルの外側にある状態の図１０のモジュール
式ラバトリーモニュメントアセンブリの斜視図である。
【図１１Ｂ】組立て後の図１１Ａのモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリの斜
視図である。
【図１２Ａ】モジュール上の組付け用構成要素を示す、組立て前でモジュールが外側シェ
ルの外側にある状態の図１０のモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリの斜視図
である。
【図１２Ｂ】外側シェル上に組付けられる準備ができた状態のモジュールの分解斜視図で
ある。
【図１３】本発明の別の好ましい実施形態に係る第２の壁が取外された状態のラバトリー
モニュメントアセンブリの立面図である。
【図１４】本発明の別の好ましい実施形態に係る収納コンパートメントを伴うモジュール
式ラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図である。
【図１５】図１３のモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリの斜視図である。
【図１６】収納コンパートメントの内側および外側の両方に扉がある状態の、図１３のモ
ジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図である。
【図１７】本発明の別の好ましい実施形態に係るビジネスクラスの座席シェルと一体にな
ったラバトリーモニュメントアセンブリの上面平面図である。
【図１８】図１６のラバトリーモニュメントアセンブリの内部斜視図。
【図１９】一対の先行技術航空機センターラバトリと本発明の別の好ましい実施形態に係
る二連型ラバトリーモニュメントアセンブリを比較する上面平面図である。
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【図２０】本発明の別の好ましい実施形態に係る四連型ラバトリーモニュメントアセンブ
リの上面平面図である。
【図２１】本発明の好ましい一実施形態に係る別の四連型ラバトリーモニュメントアセン
ブリの上面平面図である。
【図２２】本発明の好ましい一実施形態に係る別の四連型ラバトリーモニュメントアセン
ブリの上面平面図である。
【図２３Ａ】使用され汚れた状態になった後の図１０のモジュール式ラバトリーモニュメ
ントアセンブリの斜視図である。
【図２３Ｂ】外側シェルおよびモジュールを清浄できるようにモジュールが外側シェルの
外側にある状態の図２３Ａのモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリの斜視図で
ある。
【図２３Ｃ】清浄後に再び組立てられた後の図２３Ａのモジュール式ラバトリーモニュメ
ントアセンブリの斜視図である。
【図２４Ａ】モジュールを取外した後のモジュール式ラバトリーモニュメントアセンブリ
外側シェルの斜視図である。
【図２４Ｂ】拡張部分が追加された後の図２４Ａのモジュール式ラバトリーモニュメント
アセンブリ外側シェルの斜視図である。
【図２４Ｃ】モジュールが中に位置づけされた後の図２４Ｂのモジュール式ラバトリーモ
ニュメントアセンブリ外側シェルの斜視図である。
【図２５】拡大および改良の可能性を示す、モジュール式ラバトリーモニュメントアセン
ブリの斜視図である。
【図２６】複数のラバトリーモニュメントアセンブリを内部に伴う航空機の前方部分の平
面図である。
【図２７】複数のラバトリーモニュメントアセンブリを内部に伴う図２６の同じ航空機の
後方部分の平面図である。
【００２２】
　図面の複数の図全体を通して同じ番号は同じ部品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の説明および図面は、例示的なものであり、限定的なものとみなされるべきではな
い。
　開示を完全に理解することができるように、多くの具体的詳細が記載されている。
　しかしながら、一部の場合において、説明を曖昧にしないために、周知のまたは従来の
詳細は記載されない。
　本開示における１つの実施形態または一実施形態に対する言及は、同じ実施形態に対す
る言及である可能性があるものの、必ずそうであるわけではなく、このような言及は、複
数の実施形態のうちの少なくとも１つを意味するものとして意図されている。
【００２４】
　本明細書中の「１つの実施形態」または「一実施形態」に対する言及は、その実施形態
に関連して説明される特定の特徴、構造または特性が、開示の少なくとも１つの実施形態
内に含まれることを意味する。
　明細書のさまざまな箇所にある「１つの実施形態において」という句は、必ずしも全て
が同じ実施形態を意味しておらず、別個のまたは代替的実施形態は互いに他の実施形態を
排除するものではない。
　さらに、一部の実施形態では提示され他の実施形態では提示されない可能性のあるさま
ざまな特徴が記載されている。
　同様に、一部の実施形態にとっては要件であるものの他の実施形態にとっては要件では
ないさまざまな要件も記載されている。
【００２５】
　本明細書において使用される用語は、本開示の文脈中および各用語が使用される具体的
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文脈において、概して、当該技術分野におけるその通常の意味を有する。
　本開示を説明するために使用される一部の用語は、本開示の説明に関して当業者に追加
の手引きを提供する目的で、以下でまたは本明細書の他の部分で論述される。
　便宜上、一部の用語は、例えばイタリック体および／または引用符を用いて強調されて
いる場合がある。
　このような強調の使用はいずれも、用語の範囲および意味に全く影響を及ぼさず、用語
の意味は、それが強調されているか否かに関係なく、同じ文脈中において同じである。
【００２６】
　同じことを複数の表現で説明できることが認識される。
　したがって、本明細書中に論述されているいずれか１つ以上の用語について、代替的言
い回しおよび同義語を使用する場合がある。
　本明細書において１つの用語が推敲または論述されているか否かには、いかなる特別な
意義も付与されるべきではない。
　或る種の用語には同義語が提供されている。１つ以上の同義語の列挙が、他の同義語の
使用を排除することはない。
　本明細書中で論述されているいずれかの用語の例を含めた本明細書におけるいずれかの
場所での例の使用は、単なる例示であり、本開示または任意の例証された用語の範囲およ
び意味をさらに限定するように意図されたものではない。
　同様にして、本開示は、本明細書中で示されるさまざまな実施形態に限定されるもので
はない。
【００２７】
　本開示の範囲をさらに限定するという意図はなく、本開示の実施形態に係る機器、装置
、方法およびそれらに関連する結果を以下で記す。
　読み手の便宜のために例中において見出しおよび小見出しが使用される場合があるもの
の、これが開示の範囲を限定することは決してあってはならないという点に留意されたい
。
　別途定義されている場合を除き、本明細書中で使用される全ての技術的および科学的用
語は、本開示が属する技術分野の当業者が一般に理解するものと同じ意味を有する。矛盾
する場合には、定義を含め、本明細書が支配する。
【００２８】
　本明細書中で使用される「前部」、「後部」、「上面」、「底面」、「側面」、「短か
い」、「長い」、「上」、「下」、「後方」、「前方」、「機内方向」、「機外方向」お
よび「下方」などの用語は、単に説明を容易にするためのものであり、図中に示されてい
る構成要素の配向を意味するということが認識される。
　本明細書中で説明される構成要素のあらゆる配向が本発明の範囲内に入ることを理解す
べきである。
【００２９】
　ここで図面を参照すると（ここでの提示は、本発明を例示する目的を有し、それを限定
する目的を有するものではない）、図１～図３は、角度のついたトイレ１２の配向、全体
としてＶ字形の乗客占有面積１４および扉４０を提供する航空機ラバトリーモニュメント
アセンブリ１０を示す。
　好ましい一実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリは、第１の壁２８、
第２の壁３０、第３の壁３１および第４の壁２６（ならびに省略可能な天井３３）を含む
。
【００３０】
　図１～図３に示されている通り、好ましい実施形態において、第４の壁２６は、第１の
部分２６ａおよび湾曲した第２の部分２６ｂを含む。
　換言すると、この実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０は矩形の
占有面積を有していない。
　図２を見ればわかるように、トイレは、トイレを分割する垂直平面Ｐ１を画定し、トイ
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レは、垂直平面Ｐ１が第３の壁３１に対し平行でないような形で位置づけされている（図
２および角度θを参照のこと）。
　角度のついたトイレ１２の配向および概してＶ字形の乗客占有面積は、占有面積が比較
的小さいラバトリー内での快適性を増大させることができる。これは、図２中および図４
に描かれた別の好ましい実施形態中で示されている通り、トイレの後部におけるラバトリ
ーの幅が最小限であること（第１の壁２８を参照のこと）、およびトイレの前方の寸法が
より広いこと（第２の壁３０を参照のこと）によって達成されている。
　従来のラバトリーモニュメントは概して、矩形の占有面積を有する。
　乗客占有面積の増大も同様に、図２を見れば最も良くわかるように、角度がつくように
位置づけされているトイレ１２を提供することにより達成可能である。
　換言すると、トイレ１２は、トイレ１２を分割する垂直平面が平行でなく（図１に示さ
れている通りに位置づけされた場合に）ラバトリーモニュメントアセンブリの前方壁と１
つの角度を形成するような形で角度づけされる。
　こうして、トイレ１２に座った乗客は、湾曲した第４の壁２６によって作り出される追
加の空間を使用することができる。
　しかしながら、これは、本発明に対する限定ではなく、機内方向に真直ぐに面するよう
な形でトイレを配置することもできる。
　図２は、航空機の機内での上述のラバトリーモニュメントアセンブリ１０の潜在的な配
置図を示す。
【００３１】
　図３は、本発明のラバトリーモニュメントアセンブリ１０と、従来のラバトリーモニュ
メント２００の比較を示し、可能な空間の節約および、適用可能なＦＡＡ規則に従った出
入りのための充分な空間を出口扉３４の前に提供しながら航空会社が座席を一列以上追加
できる可能性を示している。
【００３２】
　図３に示されているように、本発明のラバトリーモニュメントアセンブリ１０の配置を
用いると、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０の後方壁とそれより後方の壁（または
座席列または他の物体）との間には好適な量の出口空間が提供される。
　ラバトリーモニュメントアセンブリ１０の占有面積によると、ラバトリーモニュメント
アセンブリ１０全体を、従来のラバトリーモニュメントが位置づけされていた場所の後方
に位置づけすることができる。
　図３に示されている通り、第２の部分２６ｂにより、第４の壁２６は出口扉の周りで湾
曲することができるようになる。
　ラバトリーモニュメントアセンブリ１０を先行技術のモニュメントが位置づけされる場
所の後方に位置づけすることおよび出口空間を削減すること（ただしなおも規則を充分に
遵守できるようにすること）によって、追加の座席列を追加することができる。
【００３３】
　図２は、航空機の出口３４との関係におけるラバトリーモニュメントアセンブリを含め
た、航空機内のラバトリーモニュメントアセンブリの考えられる配置を例示し、本発明に
よって達成することのできる意図された空間節約の結果を示している。
　空間節約の結果として、航空機は、付加的座席を収めることができ、こうして収入を増
加させシートピッチを増大させ、あるいはラバトリーの前方にモニュメントを追加するこ
とができるかもしれない。
【００３４】
　図４～図５は、（図３に示され、かつ図４にも見られるように）トイレ前方の寸法をよ
り広くする（第２の壁３０を参照のこと）よりもむしろトイレ後方のラバトリー幅をより
狭くする（第１の壁２８を参照のこと）ことによって、付加的空間を達成するための別の
好ましい実施形態を示す。
　図４に示されている通り、達成される付加的空間は、中に固定具または構成要素を含む
ことのできるコンパートメントまたはアルコーブ３８を創出するために使用可能である。
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　好ましい一実施形態においては、アルコーブ３８内にシンク３２が位置づけされる。
　しかしながら、これは本発明に対する限定ではない。
　この位置にシンク３２を設置することは、それによりラバトリー内でトイレ１２の直前
の部域に乗客のための追加のゆとりを提供できることから、本発明の一部の実施形態にお
いて望ましいかもしれない。
　そして、上述の通り、シンク３２をこの位置に設置することは、第１の壁２８に比べて
第２の壁３０の全体的寸法がより広いために可能である。
　別の実施形態において、第１の壁２８は第２の壁３０よりも広い／長い寸法を有してい
てよく、あるいは、これらは等しい長さを有していてよいということが認識される。
　さらに、アルコーブ３８内にシンク３２を位置づけすることにより、トイレ１２の周囲
至近の部域内にショルダールームが保たれる。
【００３５】
　図４中に描かれた好ましい実施形態には図１および２に描かれた扉４０と類似のまたは
同一のラバトリーモニュメントアセンブリの壁の１つの上に位置づけされた扉が含まれて
いることが企図され、意図されている。
　図４に示されている通り、好ましい一実施形態において、第４の壁２６は第１の部分２
６ａ、第２の部分２６ｂおよび第３の部分２６ｃを含む。
　第１の部分２６ａ、第２の部分２６ｂおよび第２の壁３０の一部分は協働してアルコー
ブ３８を画定する。
　好ましい一実施形態において、シンク３２は、シンクと任意の関連する構成要素（例え
ばドレン、キャビネット、ミラーなど）が全てアルコーブ３８の内部に位置づけされるよ
うな形で、アルコーブ３８内に位置づけされる。
【００３６】
　図４～図５は同様に、大部分の航空機に必要とされるフライトアテンダントのアシスト
スペース３６を示す。
　図４は、第１の壁２８および出口３４の機内方向にアルコーブ３８を位置づけすること
によってアシストスペース３６が保たれることを示している。
　こうして、（航空機の後部にある場合に）可能なかぎり後方にラバトリーモニュメント
アセンブリ１０を位置づけして、座席数を最大にすることが可能になる。
　上述の湾曲した壁は、同じ利点を提供する。
【００３７】
　図４～図５に示された好ましい実施形態において、航空機の出口の直前またはこれに隣
接する空間は、ＦＡＡ規則に準じた充分なものである。
　アルコーブ３８を含む壁が、図４において概して直角であるものとして描かれている場
合、アルコーブ３８を形成するために使用される壁の角度は０～９０度の間のいずれかの
範囲内にあり得ることが企図され、意図される。
　その上、図４はラバトリーモニュメントアセンブリの壁について全体的に直線を描く平
面図であるが、壁は、斜視図で描かれた場合、必ずしも垂直方向の直線に沿っている必要
はなく、代替的に、（例えば（そして限定的な意味なく）図１および２に示されたラバト
リーモニュメントアセンブリの斜視図を見ればわかるように）当業者にとって一般に公知
の航空機の機内または他の因子および考慮事項に応じて、整形可能である、ということが
企図され意図されている。
　当業者であれば、平行および直交などに言及するクレーム中の言い回しが、ラバトリー
モニュメントアセンブリおよびそれが内部に位置づけされている任意の航空機のＬＯＰＡ
の平面図を基準にするものであることを理解するはずである。
【００３８】
　図４～図２７は概して、図４～図５に関して上述した通りのコンパートメントまたはア
ルコーブ３８を含むラバトリーモニュメントアセンブリの実施形態を示す。
　図４～図１３は、フライトアテンダントのアシスト用または他の用途（例えばコンパー
トメント）のための外側の空間を含み、単一のラバトリー空間を中に有するＬ字形のラバ
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トリーモニュメントアセンブリ１０を示している。
　好ましい一実施形態において、アルコーブ３８は床から天井まで延在する。
【００３９】
　図５は、本発明の好ましい一実施形態に係るラバトリーモニュメントアセンブリ１０と
従来のラバトリー２００の間の比較を示す。
　好ましい一実施形態において、システムの構成要素の一部乃至全部はアルコーブ３８内
（例えばシンクおよびミラーモジュールの内部）に位置づけされている。
　図５に示されている通り、従来のラバトリー２００に比べて、ラバトリーモニュメント
アセンブリ１０は、空間の節約を提供し（図５中のＳ１を参照のこと）、こうして座席列
の追加が可能になる。
　例示的な一実施形態においては、これは、１２インチ以上までに至る可能性がある。
　この構成においては、アルコーブ３８を含めることによって、出口扉３４に隣接するフ
ライトアテンダントアシストスペース３６が維持される。
　従来のラバトリー２００においては、シンクおよびカウンタはラバトリーの幅全体に延
在する。
　ラバトリーモニュメントアセンブリ１０において、シンクモジュール４２はアルコーブ
３８の中に位置づけされ、これにより、従来のラバトリー２００において拡張されたカウ
ンタが占有する空間が有効に利用される。
　換言すると、従来のラバトリー２００における拡張されたカウンタおよびキャビネット
を短縮させることにより、アシストスペースまたは収納スペースのための空間を提供する
ことができる。
　さらに、当業者であれば認識する通り、出口扉３４の隣りに位置づけされた場合、アル
コーブ３８は、典型的に大部分の航空機において使用されていない空間部域内に延在する
。
　アルコーブ３８内にシンクモジュール４２とミラーモジュール４６を設置することで、
製造者は、（所望される通りアルコーブの外部の全ての壁を変更できることによって）サ
イズを制御できることになり、別個の個人空間とトイレ空間とが提供され、トイレとシン
ク／カウンタは分離されて互いに接触しないことになり、かつ使用可能なより多くの収納
が提供される（以下の図１４を参照のこと）。
【００４０】
　図６は、図５に示されている実施形態に類似するものの第４の壁２６上、特に第４の壁
の第１の部分２６ａ上（すなわちアルコーブ３８の外部）にフライトアテンダント座席を
含んでいるラバトリーモニュメントアセンブリの別の実施形態を示す。
　この実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０は従来のラバトリー２
００と比べて後方に移動されている。
　図６に示されている通り、従来のラバトリー２００と比べて、ラバトリーモニュメント
アセンブリ１０は、空間の節約を提供し（図６中のＳ２を参照のこと）、これにより、追
加の座席列を包含できるようになる。
　例示的な一実施形態において、これは６インチ以上にもなり得る。
【００４１】
　図７は図５および６に示されている実施形態に類似するものの第４の壁２６上、特に第
４の壁２６の第１および第３の部分２６ａおよび２６ｃ上に２つのフライトアテンダント
座席１６を含んでいるラバトリーモニュメントアセンブリ１０の別の実施形態を示す。
　この実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０は、従来のラバトリー
１０に比べてより空間が多い（例えば前方から後方に向かってより広くなっている）（Ｗ
１がＷ２よりも長い図７中の矢印Ｗ１およびＷ２を参照のこと）。
　当業者であれば、従来のラバトリー２００の占有面積が矩形であり、図７に示されてい
るフライトアテンダント座席１６を２席含んでいることを認識するものである。
　しかしながら、この従来の占有面積を変更して、図７に示されているアルコーブ３８を
伴うＬ字型ラバトリーを提供することによって、フライトアテンダント座席を別個のユニ
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ットとすることができ、従来のラバトリーに比べてラバトリー内の容積を増すことができ
る。
　別の実施形態では、図７に示されたラバトリーにおいてフライトアテンダント座席を省
略することができる。
【００４２】
　好ましい一実施形態においては、シンクユニットまたはモジュール４２の内部に、ラバ
トリーシステム構成要素（配管設備、水道用制御装置など）の多くが位置づけされている
。
　シンクモジュール４２は、シンク３２、カウンタ４８、バックスプラッシュ、蛇口９２
、温水器、浄水器、配管設備、パイプ、シンクキャビネットまたはエンクロージャ４１、
サーモスタットユニット、コントローラー、電気ハーネス、バルブ、廃棄物用空間などを
含むことができる（ただしこれらに限定されない）。
　図８Ａ～図８Ｂに示されている通り、好ましい一実施形態においては、シンクモジュー
ル４２をアルコーブ３８の内部に１つのユニットとして収めることができる。
　好ましい一実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０は同様に、ミラ
ーモジュール４６を含む。
　ミラーモジュール４６は、ミラー１００とミラーキャビネット９８とを含むことができ
る（ただしこれらに限定されない）。
　別の実施形態において、シンクモジュールおよびミラーモジュールは、単一のモジュー
ルであり得、あるいはさらにより多くのモジュールに分割することができる。
【００４３】
　好ましい一実施形態においては、同じサイズのシンクモジュール４２および／またはミ
ラーモジュール４６を異なるラバトリーモニュメントアセンブリ内で使用することができ
る。
　モジュール式ラバトリーシステムが提供されている。
　こうして、部品の共通性が改善され、異なる航空機のためのラバトリーモニュメントの
製造または同じ航空機の機内の複数のラバトリーモニュメントの製造がより容易になる（
例えば図２６～図２７を参照のこと）。
　例えば、同じシンクモジュール４２および／またはミラーモジュール４６を、図１～図
１３に示されているラバトリーモニュメントアセンブリ１０と共に使用することができ、
しかも以下に記載の通り、ラバトリーモニュメントアセンブリ５０、７０、１１２内でこ
れらを使用することもできる。
【００４４】
　図９は、ラバトリー室内４９の内部に創出された別個の個人空間４５およびトイレ空間
４７を示す。
　個人空間４５およびトイレ空間４７は、図９を見れば最も良くわかるように、拡張され
た壁２６の第２の部分２６ｂによって画定され分画されている。
　図面中に示されている通り、好ましい実施形態において、トイレはシンクモジュール４
２ともアルコーブ３８とも接触しない。
【００４５】
　図１０は、第２および第３の壁３０および３１が取外された状態のラバトリーモニュメ
ントアセンブリ１０の例示的な一実施形態の内面図を示す。
　この配置を有するラバトリーはモジュール式でなくてもよいということが認識されるだ
ろう。
　しかしながら、好ましい一実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０
は概して、（第１の壁２８、第２の壁３０、第３の壁３１、および第４の壁２６、床８１
および天井３３を含む）外側シェル、シンクモジュール４２、ミラーモジュール４６、ト
イレモジュール８４、天井モジュール８６および扉モジュール８８を含む。
　本発明の実施形態において、外側シェルは床、天井または壁のうちのいずれか１つ以上
を省略することができる。
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　図１０に示されている通り、ラバトリーモニュメントアセンブリ１０は同様にフロアパ
ン９０も含んでいる。
【００４６】
　本明細書中で論述されているモジュール性によって、本明細書中で説明される場合も説
明されない場合もある他の利点の中でも、効率の良い製造、航空会社のニーズに応じたモ
ジュールの変更能力、および異なるサイズまたは形状の外側シェル内に共通のモジュール
を使用し組付ける能力が提供される。
　概して、本発明は、（以下で説明する）調整可能な形でサイズ決定された外側シェルを
伴うものの共通の組付けポイントまたは共通の間隔が取られた組付けポイントを伴う異な
るラバトリーの間で共通のモジュールを提供し、こうして変更を最小限に抑えながら多数
のラバトリー構成を可能にしている。
　別の実施形態では、以上で列挙したもの以外の他のモジュールを提供することができる
。
　さらに別の実施形態では、以上で列挙したモジュールのうちの１つ以上を省略すること
ができる。
　好ましい一実施形態において、モジュールは迅速かつ容易に設置または取外しされ得、
こうして互換性、容易なメンテナンスなどが得られる。
【００４７】
　好ましい一実施形態において、モジュール式ラバトリーシステムは、異なるモジュール
および異なる外側シェルに共通の組付けシステムを含む。
　好ましくは、各々のシンクモジュール４２は、異なる外側シェル上の共通の組付け用構
成要素と嵌合する組付け用構成要素を含む。
　こうして、同一のサイズを有するおよび異なるサイズを有する外側シェル間でモジュー
ルに互換性をもたせることができる。
　分かりやすくするため、外側シェル上の組付け用構成要素のセットは９７ａとラベル付
けされ、モジュール上の組付け用構成要素セットは９７ｂとラベル付けされている。
【００４８】
　好ましい一実施形態において、シンクモジュール４２は、シンク３２、シンクキャビネ
ット４１、蛇口９２、組付け用構成要素９７ｂ、温水器、ドレン、くず箱、浄水器、コン
トローラ、必要な電子機器、トイレットペーパーディスペンサー９４、カウンター４８、
ソープおよびシンクキャビネット内部に一般的に見られる他の構成要素のうちの少なくと
も１つ以上を含む。
　例えば、シンクモジュール４２は同様に、ペーパータオルディスペンサー、照明、収納
などを含むこともできる。
　例示的な一実施形態において、シンクモジュール４２は、シンクキャビネット４１、カ
ウンタ４８、シンクボウル３２、ドレン、廃棄物コンパートメント１１４、トイレットペ
ーパーディスペンサー９４、温水器、蛇口９２、ドレン（および適切な配管設備）および
シンクキャビネット４１の裏面上の組付け用構成要素９７ｂを含む。
【００４９】
　好ましい一実施形態において、ミラーモジュール４６は、ミラーキャビネット９８、キ
ャビネット９８の裏面上の組付け用構成要素９７ｂ、ミラー１００、アメニティディスペ
ンサー、ペーパータオルディスペンサー１０２、一体型ＬＥＤ照明および付随する電子機
器、アテンダント呼出しボタン、ガスパー／エアー、シンク照明および、ミラーキャビネ
ット内部に一般的に見られる他の構成要素のうちの少なくとも１つ以上を含む。
【００５０】
　好ましい一実施形態において、天井モジュール８６は、ドーム型ライトまたは他の照明
、酸素マスク／発生器、スピーカーおよび煙検出器のうちの少なくとも１つ以上を含み、
それらは全て組付け用構成要素９７ｂを上に含むハウジング内に収納されている。
【００５１】
　好ましい一実施形態において、トイレモジュール８４は、トイレ１２（便器、便座およ
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び蓋など）、組付け用構成要素９７ｂおよび付随する配管設備接続部およびシュラウド１
０６のうちの少なくとも１つ以上を含む。
　好ましくは、モジュール式ラバトリーシステム内の各シュラウド１０６は、それを壁お
よびカバー開口部１１０上に取付けることができるように共通の曲率を有する。
　好ましい一実施形態において、シュラウド１０６は、第３の壁３１と第４の壁２６の第
３の部分２６ｃの間に延在する。
【００５２】
　好ましい一実施形態において、扉モジュール８８は、扉４０、扉枠１０８、取っ手、ヒ
ンジ、デッドボルト、通気口およびそのための付随する構成要素のうちの少なくとも１つ
以上を含む。
　扉４０は、ブレードドア、バイフォールドドアまたは他の任意のタイプの公知の扉であ
り得る。
　モジュールの各々が１つ以上の構成要素で構成されていることが認識されるだろう。
　本明細書中の構成要素の列挙は、限定的なものとして意図されておらず、単なる例示で
ある。
【００５３】
　好ましい一実施形態においては、１つのモジュールの内部に、複数の共通の組付け用構
成要素を含み入れることができる。
　例えば、シンクモジュールは、共通のサイズを有する１つのキャビネット上に組付ける
ことのできる異なる複数のカウンタおよび／またはボウルを提供する１つの組付け用シス
テムを含むことができる。
【００５４】
　図１１Ａ～図１１Ｂは、１つの例示的なモジュール式ラバトリーシステムおよび本発明
のラバトリーモニュメントアセンブリ１０の原初の構築作業を示す。
　図１１Ａに示されている通り、使用中、第１の壁２８、第２の壁３０（図１１Ａには図
示せず）、第３の壁３１（図１１Ａには図示せず）、第４の壁２６、床８１および天井３
３を含む外側シェル８０が、構築または提供され、シンクモジュール４２、ミラーモジュ
ール４６、トイレモジュール８４、天井モジュール８６および扉モジュール８８が全てこ
の外側シェル８０の内部に位置づけされしっかりと固定されて、図１１Ｂに示されている
ラバトリーモニュメントアセンブリ１０を形成する。
　外側シェル８０は、中にモジュールを位置づけししっかりと固定することのできる１つ
の「ボックス」を形成する接合された構造である。
　シンクモジュール４２およびミラーモジュール４６は、アルコーブ３８の内部に位置づ
けされしっかりと固定される。
　天井モジュール８６は天井３３の下に位置づけされ、それにしっかりと固定される。
　天井の無い一実施形態においては、天井モジュール８６を、モニュメントの上面にある
開口部の中にしっかりと固定することができる。
　トイレモジュール８４は、（好ましくは、配管設備の接続を行なうための配管設備開口
部１１０を内部に含む）第１の壁２８の上に位置づけされ、これに対してしっかりと固定
される。
　好ましい一実施形態において、第１の壁２８および／または側壁２６および３１は、上
に組付け用構成要素９７ｂ（例えばブラケット）を含み、この組付け用構成要素によって
、異なるサイズのトイレモジュール８４（すなわち異なる幅のシュラウド１０６）をその
上に自在に取り付けることが可能となる。
　扉モジュール８８は、第３の壁３１の中の開口部の内部に位置づけされしっかりと固定
される。
　構築中に壁の処理および他の装飾を必要に応じて加えることができる。
　ここでわかるように、また以下で説明する通り、モジュールは、多くの異なるタイプの
ラバトリー内に内含させることができる。
【００５５】
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　図１２Ａ～図１２Ｂは、外側シェル８０およびモジュール上の組付け用構成要素９７ａ
および９７ｂのセットを示す。
　本明細書中で論述されている通り、汎用性と再現性のある組付け用システムは、（サイ
ズが同じであるか否かに関わらず）異なる外側シェル間でモジュールに互換性を提供する
。
【００５６】
　図１３は、壁内に湾曲部分４３を伴う第３の壁３１を示す、第２の壁３０が取外された
状態のラバトリーモニュメントアセンブリ１０の立面図を示す。
　湾曲部分４３は、ラバトリーの前方の座席用の付加的空間およびラバトリー内で立って
いるユーザーのための追加のショルダースペースを提供する。
　湾曲部分４３は同様に、ラバトリーの上部部分をさらに前方へと延在させて、頭上収納
棚と遭遇することができるようにする。
【００５７】
　ここで、ラバトリーモニュメントアセンブリの他の実施形態について説明する。ラバト
リーモニュメントアセンブリおよびその構成がモジュール式であってもなくてもよいとい
うことを理解すべきである。したがって、ラバトリーモニュメントアセンブリがモジュー
ル式であることに関する本明細書中の記載は、本発明を限定するものではない。
【００５８】
　図１４～図１６は、収納ユニットまたはコンパートメント５３を含むラバトリーモニュ
メントアセンブリ１１２を示す。
　好ましい一実施形態においては、収納コンパートメント５３は床８１からカウンタ４８
の上方まで、そして好ましくは天井３３に至るまで延在し、外側シェルの接合された構造
１１６の一部である。
　図１４に示されているように、収納コンパートメント５３は、図４～図５に示された外
側シェルに対し第１および第２の外壁１１７および１１８を加えることによって画定され
る。
　したがって、収納コンパートメント５３は、外壁１１７および１１８と第４の壁２６の
第２の部分および第３の部分２６ｂおよび２６ｃとによって画定される。
　別の形で説明すると、収納コンパートメント５３は、第１および第４の壁２８および２
６を拡張し、内壁部分２６ｂおよび２６ｃを加えることによって画定される。
　この実施形態において、第２の壁の部分２６ｂは同様に、第１の収納コンパートメント
壁とも呼ばれ、第３の壁の部分２６ｃは、第２の収納コンパートメント壁とも呼ばれる。
　外側シェル１１６を構築する際には、壁２６、２８、１１７、１１８の各々またはその
複数の部分は、合わせて接合される一体型または別個の部品であり得る。
　第１の外壁１１７が第１の壁２８に連結され、第２の外壁が第４の壁２６の第１の部分
２６ａに連結されることが認識される。
　好ましい一実施形態においては、第１の外壁１１７は第１の壁２８と同一平面上にあり
、第２の外壁１１８は第４の壁２６の第１の部分２６ａと同一平面上にある。
　しかしながら、これは限定条件ではなく、第１の外壁１１７は一定の角度で第１の壁２
８に連結でき、第２の外壁１１８は、一定の角度で第４の壁２６の第１の部分２６ａに連
結できる。
【００５９】
　収納コンパートメント５３は、一定数の異なる方法で使用可能である。
　一実施形態において、収納コンパートメント５３は、ラバトリー室内からアクセス可能
であり得る。
　例えば図１５に示されているように、ペーパータオルディスペンサー１０２および／ま
たは汚物投入器１１４を収納するために収納コンパートメント５３を使用することができ
る。
　別の実施形態においては、図１６に示されている通り、収納コンパートメント５３には
扉５５を介して外部からアクセス可能である。
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　一実施形態において、収納コンパートメント５３は、ラバトリー室内および外部からア
クセス可能である。
　例えば、ペーパータオルおよび汚物投入器が内部で使用可能である一方で、ペーパータ
オルを交換するかまたは汚物投入器を取り出すための扉は外部にある可能性が有る。
　収納コンパートメント５３は、ラバトリーの備蓄品、乗組員の非常用装備、クローゼッ
トまたは他の収納のために使用可能である。
　図１６に示されている通り、別の実施形態において、ラバトリーモニュメントアセンブ
リ１１２は、外部からラバトリー室内にあるアメニティへのアクセスを可能にする扉４４
を含む。
　例えば、図１６に示されている通り、これは外部からのトイレットペーパーロール（単
複）の交換を可能にする。
　このラバトリーモニュメントアセンブリ１０は、出口扉に隣接していない部域または航
空機内で使用されることが多く、こうして、フライトアテンダントのアシストスペース３
６に対する必要性は除去されると考えられる。
　しかしながら、このラバトリーモニュメントアセンブリは同様に、出口扉の近隣にでも
位置づけされ得る。
【００６０】
　ラバトリーモニュメントアセンブリ１１２がモジュール式である一実施形態においては
、シンクモジュール４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジュー
ル８６および扉モジュール８８のいずれかまたは全てが、ラバトリーモニュメントアセン
ブリ１０の外側シェル８０と相容性を有するのと全く同様に、ラバトリーモニュメントア
センブリ１１２の外側シェル１１６とも相容性を有することが認識される。
【００６１】
　図１７～図１８は、ビジネスまたはファーストクラスのフルフラットベッド／シート１
２２に隣接して位置づけされるか、それにしっかりと固定されるかあるいはそれと一体を
成すラバトリーモニュメントアセンブリ１２０の別の実施形態を示す。
　この状況は、例えば、前方にラバトリーモニュメントを伴う航空機の前部座席列におい
て発生する。
　この実施形態において、アルコーブ３８により作り出された空間は、座席をリクライニ
ングさせるために、またはベッドの脚部部分のために使用できる。
　これは同様に、レギュラーシートがアルコーブ３８により作り出された空間内にリクラ
イニングできるコーチクラスにおいても使用可能である。
　図１７は、ビジネスクラスシートのシートシェル１２３と一体化したラバトリーモニュ
メントアセンブリ１２０を示している。
　図示されている通り、好ましい一実施形態において、第１の壁２８は拡張され、シート
シェル１２３にしっかりと固定されるかまたはこれと一体を成している。
　図１７に示されている通り、壁２６の第２の部分２６ｂには角度がつけられていて、ア
ルコーブ３８内により多くの空間を提供することができる。
　しかしながら、これは本発明の限定条件ではない。
　図１８では、壁２６の第２の部分２６ｂは角度がつけられておらず、シンクモジュール
４２も同様である。
【００６２】
　好ましい一実施形態において、第４の壁２６は、内部に画定された足用凹部１２４を含
む。
　図１８に示されている通り、凹部はラバトリー室内４９へと延在している。
　凹部は、凹部に隣接する座席にいる乗客のためのカウンタとして役立つことのできる上
面壁１２６を含み得る。
【００６３】
　ラバトリーモニュメントアセンブリ１２０がモジュール式である一実施形態においては
、シンクモジュール４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジュー
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ル８６および扉モジュール８８のいずれかまたは全てが、ラバトリーモニュメントアセン
ブリ１０の外側シェル８０またはラバトリーモニュメントアセンブリ１１２の外側シェル
１１６と相容性を有するのと全く同様に、ラバトリーモニュメントアセンブリ１２０の外
側シェル１２８とも相容性を有するということが認識される。
【００６４】
　図１９は、室内を画定する外側シェル５７を協働して形成する第１、第２、第３および
第４の壁２８、３０、３１および２６と、（第１の部分５６ａ、第２の部分５６ｂおよび
第３の部分５６ｃを伴う）壁５６を共用する第１および第２のラバトリー５２および５４
へと室内を分割する第５の壁５６と、を含む二連型ラバトリーモニュメントアセンブリ５
０を示す。
　好ましい一実施形態において、第１の部分５６ａは第１の壁２８に連結され、第３の部
分５６ｃは第２の壁３０に連結され、第２の部分５６ｂは第１および第３の部分５６ａお
よび５６ｃの間に延在し、これらの部分と平行ではない。
　外側シェル５７は、２つのアルコーブ３８を含んでいる。
【００６５】
　図１９に示されている通り、好ましい一実施形態において、（典型的にはセンターラバ
トリーとして使用される）二連型ラバトリーモニュメントアセンブリ５０は、従来の並置
されたラバトリー２００と比べて付加的空間を提供する。
　隣接するラバトリー５２および５４の２つのアルコーブ３８は本質的にインタロック式
ラバトリーを創出し、この場合、シンクモジュール４２は互いに隣接して位置づけされ、
アルコーブストリップ５８を画定する。
　認識される通り、図１９に示されている外側シェル５７を形成することによって、２つ
のラバトリーの全体的幅（前方から後方までまたは機内方向から機外方向まで）を先行技
術と比べて削減させることができ、こうして追加の座席のための空間が得られ、このこと
は上述の通り航空機内では望ましいことである。
　モジュール式である二連型ラバトリーモニュメントアセンブリ５０の一実施形態におい
ては、シンクモジュール４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジ
ュール８６および扉モジュール８８のいずれかまたは全てが、ラバトリーモニュメントア
センブリ１０の外側シェル８０またはラバトリーモニュメントアセンブリ１１２の外側シ
ェル１１６またはラバトリーモニュメントアセンブリ１２０の外側シェル１２８との相容
性を有するのと全く同様に、（好ましくは壁５６を含む）外側シェル５７とも相容性も有
していることが認識される。
【００６６】
　図２０～図２２は、第１、第２、第３および第４のラバトリー５２、５４、７２および
７４を含む四連型ラバトリーモニュメントアセンブリ７０の異なる配置を示している。
　四連型ラバトリーモニュメントアセンブリ７０は、室内を画定する外側シェル７７を協
働して形成する第１、第２、第３および第４の壁２８、３０、３１および２６と、第１、
第２、第３および第４のラバトリー５２、５４、７２および７４へと室内を分割する第６
の壁５９および第７の壁７６と、を含む。
　第５の壁５６は、第１の部分５６ａ、第２の部分５６ｂおよび第３の部分５６ｃを含む
。
　第６の壁５９は、第１の部分５９ａ、第２の部分５９ｂおよび第３の部分５９ｃを含む
。
　第５の壁については、好ましい一実施形態において、第１の部分５６ａは第１の壁２８
に連結され、第３の部分５６ｃは第７の壁７６に連結され、第２の部分５６ｂは第１およ
び第３の部分５６ａおよび５６ｃの間に延在し、これらの部分と平行ではない。
　第６の壁５９については、好ましい一実施形態において、第１の部分５６ａは第２の壁
３０に連結され、第３の部分５９ｃは第７の壁７６に連結され、第２の部分５９ｂは、第
１および第３の部分５９ａおよび５９ｃの間に延在し、これらの部分と平行ではない。
　外側シェル７７は４つのアルコーブ３８を含む。
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　好ましい一実施形態において、図２０～図２２に示されている通り、第５の壁５６の第
１の部分５６ａは、第６の壁５９の第１の部分５９ａと同一平面上にあり、かつこれに対
し平行であり、第５の壁５６の第３の部分５６ｃは、第６の壁５９の第３の部分５９ｃと
同一平面上にあり、これに対し平行である。
　さらに、第５および第６の壁５６および５９の第２の部分５６ｂおよび５９ｂは平行で
あるが同一平面上にない。
【００６７】
　図２０～図２２に示されている通り、ラバトリーは、機内方向、機外方向、前方または
後方に面する座席である角度付きの座席（上述の通り）を含み得る。
　この実施形態において、ラバトリー３８は、互いに隣接して位置づけされ、アルコーブ
ストリップ５８を画定している。
　アルコーブストリップ５８は、室内で第１および第２の壁２８および３０の間に広がっ
ている。
　シンクモジュール４２およびミラーモジュール４６の隣接する位置づけにより、温水器
またはフィルタなどの構成要素を共用する機会が提供される。
　モジュール式である四連型ラバトリーモニュメントアセンブリ７０の一実施形態におい
ては、シンクモジュール４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジ
ュール８６および扉モジュール８８のいずれかまたは全てが、ラバトリーモニュメントア
センブリ１０の外側シェル８０またはラバトリーモニュメントアセンブリ１１２の外側シ
ェル１１６またはラバトリーモニュメントアセンブリ１２０の外側シェル１２８またはラ
バトリーモニュメントアセンブリ５０の外側シェル５７との相容性を有するのと全く同様
に、（好ましくは壁５６、５９および７６を含む）外側シェル７７とも相容性を有してい
ることが認識される。
【００６８】
　好ましい一実施形態においては、モジュール式ラバトリーシステムの内部で、アルコー
ブ１８はつねにおおよそ同じサイズの深さと幅を有し（高さは変動する場合がある）、こ
うしてシンクモジュール４２およびミラーモジュール４６が任意のサイズのラバトリーモ
ニュメントアセンブリ内に収まることができるようにしている。
　さらに、トイレモジュール８４のシュラウド１０６は、異なるサイズのラバトリーモニ
ュメントアセンブリに適合するように幅が変動する場合がある。
　しかしながら、好ましい一実施形態において、各々のラバトリーモニュメントアセンブ
リには、シュラウド１０６を組付けるために共通のサイズを有するブラケットが装備され
ている。
　したがって、ラバトリーモニュメントアセンブリは可変的な幅または深さを有すること
ができるが、各アセンブリは、中にシンクモジュールおよびミラーモジュールを取外し可
能な形で組付けするための共通のサイズを有するアルコーブおよびトイレモジュールを組
付けるための共通のブラケットを有する。
　こうして、モニュメントサイズを融通性のあるものにすることができるが、異なるモニ
ュメント内にシンク、ミラーおよびトイレモジュールを組付けるための共通性および１つ
のモニュメントの内部で複数のモジュールを変換する場合の共通性が得られる。
　本明細書で使用される取外し可能な形で組付けされたまたは取外し可能な形で組付けす
るという表現は、（例えば水道、電気、配管設備などを接続するために）共通の組付け用
構成要素および共通のインターフェースを用いて１つのモジュールを外側シェルから接続
解除しかつ類似のモジュール（または同じモジュール）と交換することができることを意
味している。
【００６９】
　本明細書中に記載のラバトリーモニュメントアセンブリのモジュール性は同様に、航空
会社またはモジュール式ラバトリーシステムの他のユーザーにとっての他の利点を提供す
る。
　典型的には、一定年数の使用後、従来のラバトリーは撤去され、解体され、新しい従来
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のラバトリーと交換される。
　図２３Ａは、汚れたラバトリーモニュメントアセンブリ１０を描いている。
　図２３Ｂ～図２３Ｃは、モジュール式ラバトリーシステムが、モジュール（例えばシン
クモジュール４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジュール８６
および扉モジュール８８のいずれかまたは全て）を取外し、外側シェル８０とモジュール
を別個に清浄し、清浄後にモジュールを再度設置する能力をどのように提供するかを示し
ている。
　図２３Ｂは、互いに別個で清浄される準備が整った外側シェル８０、シンクモジュール
４２、ミラーモジュール４６、トイレモジュール８４、天井モジュール８６および扉モジ
ュール８８を示し、図２３Ｃは、清潔な構成要素を用いて再度組立てられたラバトリーモ
ニュメントアセンブリ１０を示す。
　別の実施形態においては、外側シェル８０を清浄し新しいモジュールを設置することが
できる。
　こうして、新しいモジュールまたはグレードアップしたモジュール、グレードアップし
た壁装飾などを提供する機会が得られる。
　組付け用システムは同様に、新しいモジュールの設置をも可能にする。
　例えば、旧シンクモジュール４２および新シンクモジュール４２は、両方共外側シェル
８０上の組付け用構成要素９７ａと嵌合する類似の組付け用構成要素９７ｂを上に有して
いる。
【００７０】
　図２４Ａ～図２４Ｃは、ラバトリーモニュメントシステムの別の例示的実施形態および
、新しいものを購入する必要なくより大きいラバトリーにグレードアップする能力を示す
。
　このことは、より小さいラバトリー（例えばラバトリーモニュメントアセンブリ１０）
が当初航空機内に設置されていたが、航空会社がその後より大きいサイズへの変更を望ん
だ場合の状況において有利であるかもしれない。
　図２４Ａは、内部の原初のモジュール（例えばシンクモジュール４２、ミラーモジュー
ル４６、トイレモジュール８４、天井モジュール８６および扉モジュール８８）を撤去し
た後の外側シェル８０を示す。
　図２４Ｂに示されているように、床８１、第１の壁２８および天井に対し拡張部分１３
０を加えることができる。
　この例では、図示されない第２の壁３０にも拡張部分が加えられる。
　拡張部分１３０は、第１から第４までの壁と共に新しい外側シェル１３２を構成し、図
２４Ｃに示されている通り、この外側シェル内に原初のモジュール、新規のモジュールま
たは一部が新しく一部が古いモジュールを設置することができる。
　付加的空間は、所望の通りに使用可能である。
　図２４Ｃは、追加することのできる例示的座席またはおむつ交換台１３４を示している
。
　別の実施形態では、ラバトリーのサイズを縮小することができる。
【００７１】
　図２５は、モジュール式ラバトリーシステムが提供する利点の一部、例えば航空機内の
位置づけ、所望されるラバトリーのサイズ、または位置づけにより影響される他のニーズ
に応じた、調整可能な幅、調整可能な深さおよび湾曲したまたは直線の第１の壁２８（ま
たは他の任意の壁）を追加する能力などを示している。
　異なる外側シェルのアルコーブは好ましくは、内部に共通の幅のシンクモジュールおよ
び共通の幅のミラーモジュールを収容する。
　本明細書中で提供されているモジュール式ラバトリーシステムにより、ラバトリーモニ
ュメントを、航空機の機内に収まりかつラバトリーのサイズを中心にして席の配置を設計
することを必要とするのではなく、最良の席の配置のオプション（すなわち座席の数およ
び位置づけ）を提供するようにサイズ決定可能なものにすることができる、ということが
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認識される。
　これは、概して外側シェルが、「標準化」されたモジュールを収めることのできるカス
タマイズ可能な「ボックス」であることを理由として、可能である。
【００７２】
　図２６～図２７は、内部にアルコーブを有する一定数のモジュール式ラバトリーモニュ
メントアセンブリを伴う例示的な航空機の配置の平面図を示す。
　図２６は、航空機の機首部分を示し、図２７は航空機の機尾部分を示す。
　これを見ればわかるように、機内には、各々外側シェル８０、１１６、１２８および７
７を含む一定数の異なる形状およびサイズを有するラバトリーモニュメントアセンブリ１
０、１１２、１２０および７０が存在する。
　しかしながら、各々のラバトリーモニュメントアセンブリの外側シェル内には、アルコ
ーブ３８内に位置づけされた共通のシンクモジュール４２およびミラーモジュール４６（
および他のモジュール）が存在する。
　図２７は、平面図で非矩形断面を有するアルコーブ３８および収納コンパートメント５
８を伴う最後尾のラバトリーモニュメントアセンブリ１１２を示している。
【００７３】
　例示的な一実施形態において、モジュールには以下の構成要素が含まれる。
　シンクモジュール３２は、シンクキャビネット、蛇口、シンクボウルおよびカウンタ、
廃棄物コンパートメント、給水系統、トイレットペーパー送出ユニットおよびそれらの上
にある組付け用構成要素セットを含んでいる。
　ミラーモジュールは、ミラーキャビネット、ミラー、ペーパータオル送出ユニット、フ
ライトアテンダント呼出しボタンおよびそれらの上にある組付け用構成要素セットを含む
。
　トイレモジュールは、シュラウド、便器、便座、蓋およびそれらの上にある組付け用構
成要素セットを含む。
　扉モジュールは、フレームと扉を含む。
　天井モジュールは、ハウジング、酸素発生器、少なくとも１つの酸素マスク、スピーカ
ー、煙検出器、およびそれらの上にある組付け用構成要素セットを含む。
【００７４】
　好ましい実施形態において、本発明は、第１および第２の同一サイズのシンクモジュー
ルを提供し、各々１つのアルコーブを含む第１および第２の異なるサイズ（例えば異なる
内容積）の外側シェルを提供し、第１のシンクモジュールを第１の外側シェルのアルコー
ブ内にそして第２のシンクモジュールを第２の外側シェルのアルコーブ内に位置づけして
第１および第２のラバトリーモニュメントアセンブリを創出する方法を含んでいる。
　例えば、第１のシンクモジュールをラバトリーモニュメントアセンブリ１０内に位置づ
けすることができ、第２のシンクモジュールをラバトリーモニュメントアセンブリ１２０
内に位置づけができ、あるいはその逆も可能である。
　方法には同様に、第１および第２の同一サイズのミラーモジュールを提供するステップ
および、第１の外側シェルのアルコーブ内に第１のミラーモジュールを、そして第２の外
側シェルのアルコーブ内に第２のシンクモジュールを位置づけするステップも含まれる。
　好ましい一実施形態において、第１の外側シェルは、中にシンク組付け用システムを含
み、第２の外側シェルは同一のシンク組付け用システムを中に含んでいる。
　これにより、第１および第２のシンクモジュールを異なる第１および第２の外側シェル
のいずれかの中にでも位置づけすることが可能になる。
【００７５】
　好ましい一実施形態において、本発明は同様に、ラバトリーモニュメントアセンブリを
組立てるためのシステム（例えば組立てライン）も含んでいる。
　システムには、各々内部にアルコーブを含む少なくとも第１および第２の（そして好ま
しくはそれ以上の）異なるサイズの外側シェルを提供するステップ、複数のシンクモジュ
ールおよび複数のミラーモジュールを提供するステップ、そして各外側シェルのアルコー
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ブ内にシンクモジュールおよびミラーモジュールを位置づけするステップが含まれている
。
　概して、本発明は、標準サイズのモジュールが内部に位置づけされた状態で調整可能な
形でサイズ決定された外側シェルを提供する。
【００７６】
　文脈から明らかに別段の求めがないかぎり、明細書およびクレーム全体を通して、『含
む（「ｃｏｍｐｒｉｓｅ」、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」）』などの文言は、排他的または
網羅的意味合いではなく、包含的意味合い、すなわち「～を含む（ただしこれらに限定さ
れない）」の意味合いで考慮されなければならない。
　本明細書で使用される「連結された」、「結合された」という用語またはその任意の変
形形態は、２つ以上の要素間の直接的または間接的なあらゆる連結または結合を意味する
。
　複数の要素間の結合または連結は、物理的なもの、論理的なものまたはそれらの組合せ
であり得る。
　さらに、「本明細書中で」、「以上で」「以下で」という文言および類似の趣旨の文言
は、本出願において使用される場合、本出願のいずれかの特定の部分ではなく本出願全体
を意味するものとする。
　文脈上可能な場合、単複または複数を用いた以上の「発明を実施するための形態」中の
文言は、それぞれ複数または単数をも含む可能性がある。
　２つ以上の品目の一覧に関連した「または」という文言は、この文言の以下の解釈の全
てを網羅する。
　すなわち、この一覧中の品目のいずれか、一覧中の品目の全て、そして一覧中の品目の
任意の組合せを網羅する。
【００７７】
　本開示の実施形態の以上の詳細な説明（発明を実施するための形態）は、網羅的である
ことまたは教示を以上で開示した厳密な形態に限定することを意図したものではない。
　本開示の具体的実施形態および実施例が以上で例示を目的として説明されている一方で
、当業者であれば認める通り、本開示の範囲内でさまざまな等価の修正が可能である。
　さらに、本明細書中で指摘されているいずれの具体的数字も、単なる例にすぎない。
　すなわち、代替的な実施においては異なる値、測定値または範囲が利用される可能性が
ある。
【００７８】
　本明細書中で提供されている開示の教示は、必ずしも上述のシステムではなく、他のシ
ステムにも適用可能である。
　上述のさまざまな実施形態の要素および行為を組合わせて、さらなる実施形態を提供す
ることができる。
　本明細書中に記載されているかまたは使用されているいずれの測定値も単なる一例にす
ぎず、本発明を限定するものではない。
　他の測定値の使用も可能である。
【００７９】
　随伴する出願書類中に列挙されている可能性のあるものを全て含めて、以上で指摘され
たあらゆる特許および出願ならびに他の参考文献は、その全体が参照により本明細書に援
用されている。
　必要な場合には、本開示のさらなる実施形態を提供するために、上述のさまざまな参考
文献のシステム、機能および概念を利用するように、本開示の態様を修正することができ
る。
【００８０】
　これらのおよび他の変更は、上述の「発明を実施するための形態」を考慮して、本開示
に対して加えることができる。
　上述の説明は、本開示の一部の実施形態を記述し、企図されている最良の形態を記載し
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で実施可能である。
　システムの詳細は、本明細書中に開示されている主題によりなおも包含されながら、そ
の実施上の細部において著しく変動する場合がある。
　以上で指摘された通り、本開示の一定の特徴または態様を説明する際に特定の専門用語
が用いられる場合、それはこの用語が関連する本開示のいずれかの具体的特性、特徴また
は態様に制限されるべく本明細書中でこの用語が定義づけし直されていることを暗示する
ものと考えられるべきではない。
　一般に、以下のクレームにおいて使用される用語は、以上の「発明を実施するための形
態」の節でこのような用語が明示的に定義されているのでないかぎり、明細書中で開示さ
れた具体的実施形態に本開示を限定するものとみなされるべきではない。
　したがって、本開示の実際の範囲は、開示されている実施形態のみならず、クレームに
基づき本開示を実践または実施する全ての等価の方法をも包含する。
【００８１】
　本開示の一部の態様は以下において、一定のクレーム形態で提示されているものの、発
明人らは、本開示を任意の数のクレーム形態で企図する。
　例えば、本開示の１つの態様のみが３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２¶６に基づくミーンズ・
プラス・ファンクション・クレームとして記されているが、他の態様も同様に、ミーンズ
・プラス・ファンクション・クレームまたはコンピュータ可読媒体の形で実施されている
ものなどの他の形態で実施してよい。
　（３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１２、¶６に基づいて処理されるように意図されたクレームは
いずれも「～のための手段」という文言を含む）。
　したがって、出願人は、本開示の他の態様のためのこのような追加のクレーム形態を追
求するために、出願の提出後に追加のクレームを加える権利を留保する。
【００８２】
　本発明の例示的実施形態が図示され説明されてきたが、本明細書中で使用される全ての
用語は、限定的なものではなく説明的なものであること、そして当業者であれば、本発明
の精神および範囲から逸脱することなく多くの変更、修正および置換を行なう可能性があ
ることを理解すべきである。
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